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仏教SDGsと自省利他
一学生が光り輝く大学ヘ一
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仏教SDGsとは

SDGs(Sustainable Development Goals=持続可

能な開発目標）とは、 2015年に国連サミットで定めら

れた世界共通の目標のことです。貧困をなくそう、飢餓

をゼロに、質の高い教育をみんなに、といった17の目

標が掲げられています。これを2030年までに実現しよ

うということで、今、各国や企業が取り組みを進めてお

り、龍谷大学も本格的に参画するということで取り組み

を開始しました。 SDGsの話を聞いたときに、龍谷大学

としても積極的に取り組むぺきだと思いました。 SDGs

の宣言は、「誰一人取り残さない」ということを謳ってい

ます。その言葉は、本学が建学の精神としている浄土

真宗の精神に通じるものだと考えました。と、言います

のも、浄土真宗の中枢にある阿弥陀仏のはたらきを示

す語に「摂取不捨（すべての者をおさめとって見捨てな

い）」という言葉があるのです。 SDGsは、地球の危機を

見据えた国連の方から、「誰一人取り残さない」と提案

してきました。私は、建学の精神を基盤に据えたSDGs

を構想できないかと考えたのです。今回、龍谷大学が

SDGsに取り組むにあたって、「仏教SDGs」と名付けま

した。各種仏教団体や仏教系大学との連携も視野に入

れています。 SDGsは、このままでは地球社会が危機的

状況になるという強い危機感が出発点です。とりわけ、

今、地球温暖化や気候変動が起きていることはみなさ

んも実感していると思います。

グレタさんの活動

グレタ・トウンベリさんという、スウェーデンの16歳

の少女をご存知でしょうか。彼女は非常に気候変動の

問題に敏感で、それを食い止めるための行動が足りな

いと、国連で世界の首脳に向けて呼びかけました。そ

の後、彼女に対して、反対意見や批判が多数出ました。

ですが私は、彼女の発言を支持します。彼女が言った

ことは、ずばり現代社会の問題を指摘してくれていると

思います。学生にとって大切なことといえば単位を取っ

て卒業・就職することだと、多くの人はそう思っている

ことでしょう。しかし、今、本当に大切なことは、「社

会に大きく目を見開くことJではないでしょうか。私た

ちが勉強・仕事をする「場」が危機に瀕しているという自

覚を私たちは持つ必要があります。社会が大きく変動

しているということを直視しなければなりません。

私たち人間は、基本的に自分の利益を追求する動物

です。過度な自己利益追求やとどまることを知らない自

己中心性が地球に危機的状況をもたらしています。私

たちはこの世の中をたった一人で生きているわけではあ

りません。他者との関係の中で生きています。学生諸

君は必修科目「仏教の思想」で、私たちは「生かされてい
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他者との関係性に重きを監くことが痛切に求められてい

ます。「共に生きる」ことを皆が自覚せねばなりません。

例えば困っている人がいたら、すぐ手を差し伸べること

は、いろいろな行動に結びつくと思います。

龍谷大学の活動

今、実際に龍谷大学で他者との関係性に重きをおい

ているグループがいくつかあります。「ポランティア・

NPO活動センタ＿」は、東日本大震災や西日本豪雨と

いった災害でポランティア活動に従事されました。また、

「チーム・ノ＿マライゼーション」やそこから誕生した「革

靴をはいた猫」もあります。革靴をはいた猫は、障がい

のある学生の就労支援に始まり、靴磨きをひとつの事業

として行っている会社で、一般学生が障がいのある学生

とともに起業した例です。それから、学生が事業を立ち

上げた例として、タイの少数民族が作るコーヒー豆の販

売をするチ＿ムも生まれています。また、食品ロスの問

題に取り組む学生諸君も現れています。私はこれらが、

すべてSDGsの中に落とし込める題材ばかりだと思って

います。 1年生の必修科目に仏教があり、そこで慈悲や

利他について学びます。そうした学生諸君が社会的課題

に取り組んでいます。こういう輪が広がっていけば、私

は世の中がどんどん変わっていくと思っています。

自省利他

今年、龍谷大学は創立380周年を迎えました。 380

周年を迎えたとき、「自省利他」ということを掲げまし

た。これは、さっきのSDGsの話に繋がります。社会問

題、紛争問題だったりいじめの問題だったり、地球環境

の問題はすべて「人間」が起こしています。このことか

ら、私たちはこのままで良いのかと自分自身を省みる必

要があると、強く思いました。「自省」というのは自らの

在り方を省み、自分には自己中心性・利己性が宿ってい

ることを自覚し、絶えずその払拭に努めることです。ま

た「利他」とは、他者に対して思いやりを発動すること、

他者の幸福を願っての行動のことをいいます。ここで「自

省利他」といった場合、「自」「他」という字があります。

問題になるのは「自己」と「他者」です。例えば家の中で

引きこもるというのは他者との緑を断ち切ること、自分

さえ良ければいいということです。ですが、私たちは他

者との関係の中で成り立っている存在です。つまり、他

者とともに生きているということが基本にありますが、

引きこもっている人はそのことに気が付きません。その

ことによって自分で自分の首を絞めるかのように悩みを

生じさせています。このようなケースが非常に多いので

す。私は、この世の中で生きていくことについて、自己

と他者という関係性をどのように見ていくのかが、大き

な鍵になると思っています。

仏教の中には、「衆生」という発想があります。これ

は、「一切衆生」ともいい、「すべてのいのちあるもの」

の意味を持ちます。性別・年齢・障がいの有無などが問

題とならず、共にいのちあるものという視点で見ていく。

私は、この「衆生」という視点で物事を見ることが大事

る存在だ」、「縁の中で生きている」と習ったはずです。 だと思います。龍谷大学のチャイムでは、「菩薩が行う

べき4つの広大な誓い」に曲をつけたものを流していま

す。その第一が、「衆生無辺誓願度」です。これは、「生

きとし生けるものすべてを、誓って覚りの岸に渡そう」

という意味です。このように、衆生というのが最初に来

ます。この菩薩の姿勢は、自分の幸せを優先するので

はなく、衆生の救済、つまり「誰一人取り残さない」こと

を目指すのです。仏教は十分、現代に通じる発想です。

真の障がいは、社会的障壁

ここで、障がい者支援の重要な視点について示しま

す。障がいの有無を超えて、すぺての人々が共生する

社会の構築を考える必要があります。真の障がいとは

何でしょうか。それは、障がい者の方が直面している社

会の障壁ではないでしょうか。個々人の障がいは、もち

ろん直視しなければいけないものです。しかし、問題に

すべきは何かというと、社会の障壁です。恐ろしいのは

「無関心」であることです。学内で困っている人がいて

も、その人に対して全＜無関心でいることは非常に恐ろ

しいことです。社会においても同様です。心と心が通

い合う社会を早急に構築しなければならないものだと

強く思っています。

最後に、本学の学生の言葉を紹介します。瀬田学舎

で創設30周年記念のシンポジウムを開催したときに、

ある学生が「SDGsとは何のためですか？」と問いかけま

した。「SDGsは、自分たちの取り組みをアピールする

ことが目的なのですか？」と。彼女は、「私たち一人ひ

とりの行動や意識が変わることこそが大事なのではな

いか」と提言しました。私は、彼女の言葉に強く賛意を

・表したいと思います。大学は学生が学ぶところですが、

今の学生の発言から、私たち教職員が「学生に学ぶ」と

いうことも必要であるといえます。

一人ひとり、みんな「いのちを抱えている」という点で平

等です。そのいのちは光り輝くものなのです。どうか、皆

さん一人ひとりが社会に繋がる学びをぜひとも習得し、周

囲を輝かせる存在になっていただければと思います。

［写真l左：京都大学高等教育アクセシピリテイプラットフォームによる支援機器の展示、中左：ボランティア・ NPO活動センターの学生によるポランティアに関する展示
中右：手話サークル「LEMON」の発表、右：大宮学舎障がい学生支援室の紹介を手話で行う学生

障がい学生支援室より
龍谷大学には、障がいのある学生が271名(2019年度現在）在籍しています。 r障がい学生支援室」では、学生が授業を受ける
にあたり障壁となっていること、学生生活において困っていることなどに心を寄せながら、学生と共に、また教職員と共に学内の

障壁を明らかにし、多様な学生が学習しやすい環境づくりを目指して様々な事業に取り組んでいます。 r共生社会」とは、人間社
会に存在するあらゆる壁を超えて、誰もが相互の人格を尊重し、自然への配慮を忘れず、多様な人のあり方を認め合う社会です。

r共生のキャンバスづくり」は、これからも続きます。
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ウム」には、学生、教職員、学外からの参加の方々も

-~」 l 含め多くの参加がありました。誌面の関係で省略せざ I. 
l るを得ませんでしたが、積極的な意見交換がなされて l 
l いました。「正しさを探すのではなく、一人の人間と l 

I 
して綺麗ことなく発言できる場ゆ（「共生のキャンバス

づくり」には欠かせないと思いました。 I 
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龍谷大学 共生のキャンパスづくりシンポジウム報告特別編集（文：障がい学生支援に関心のある学生有志編集委員、写真：イヤーブック作成委員会等）
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